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母親や父親や周りの人と一緒に子どもを育て、親として育っていくことで、子どもはしっかりと育っ
ていく 一 これが子育ての常道ではないでしょうか? し かしながら、わが国では ともすれば母親に
家庭教育の貢任がゆだねられ、父親の存在感が希薄になりがちです。世の父親族よ、
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と敬遠しないで、今こそ地域の子どもたちにアクション!
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釣りがしたい、将模をやりたい ……でも、教えてくれる人が

いない～そうだ、地域のお父さんたちに教えてもらおう～平

日は無理だけど、土日ならなんとかなるど。地域の子どもた

ちの素本卜な願いと地域のお父さんたちの前向きな姿勢が合

体して、13年 12月に 『親父教室』が発足しました。

その根底には、「地域の子は地域で育てる」という信念が

含まれています。活動は、毎月第3土曜日の午前中。現在、教

室の登録父親数は 10名程度。やりたいことは子どもたちに

聞いて決め、親父たちも共に

楽しめる活動を展開中です。
※ 14年度の活動計画

「ドツジボール大会J

「水道山登山J「釣り」

「外国の方と楽しく英会話J

etc

今こを家族のつおおtどを昆

常磐小学校と罵山小学校のPT Aの お父さんたちが集まっ

た
“
親父の会

"が
、両校の進級校である青山中のPT A並 びに

青山中の生徒の有志と協力し合って 14年度、『ひまわりの

巨大迷踏づくり]に挑戦することになりました。目的|よ、「お

父さんと言山中有志が、共同のバワーで地域の子どもたちの

夏の思い出づくりにll戦し、自ら楽しむJということです。

現在、8/ 1 7～ 18開催予定の 「ひま

わり祭り」に向けて 車刈り、科起 捲

種等の活動計画を立実し、黒体的な

動きに向けて入ろうとしています.

北部体育館北の12ヘ クタールの休

耕日に広がるひまわりの大輸が 今

からとても楽しみです。

編集室より

e99(エ ッグ)第4号の発行にあたり 多くのお便りをいた

だきまして、ありがとうございました。

昨年度は、1号から3号までと3回発行しましたが たいへ

んに評半」がよく、みなさんから「楽しかったよJ「おもしろか

つたよ」「勉強になったよJという電話がありました。スタッ

フー同、とても喜んでおります。

今年度は、昨年度と同じように3回発行しますが、部数も

ベージ数も増やす予定でおりますので 待っていてください。

子どもセンターぎふでは、子どもが楽しく有意義な休日を

過ごせるように、さまざまな体験活動を紹介し、子育てを支

援していきますc

今後もみなさんからの情報、またご意見やご感想などお

待ちしております。

第4 号 平 成 1 4 年ワ月 1 日発行

♪♪編集 ・発イ子♪♪
子どもセンターぎふ協議会事務局
〒5 0 0 8 8 0 4岐 阜市京町3丁 目 1 9番 地

岐阜市中央青少年会館内

電言舌 FAX 058-266-5134

子どもセンターホームページアドレス
http://vvwW CCn a tai ne!p/～chuse100/
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つめ直してみませんお・…

家族〕的はが、一人ひと役
… ・… ・… … … … Ⅲ… ・… … ・… ・深め浜号家i反●十

発信 岐阜市教育委員会 岐阜市青少年問題協議会

今年度より、完全学校週5日制がはじまりました。
休日が増えたことにより、子どもたちが、家庭で過ごす時
間も多くなりました。

そこで、親子の絆をより深めたり家族の関係やつながりを
見つめ直したりすることを願い 今年度より、『家族みんなが、
一人ひと役』運動に取り組みます。
この運動の主旨として、以下の4点を考えております。

●家族の絆を深めます。

家族の中で仕事を分業したり、親と子が汗を流しながら一

緒になって仕事をしたりすることで コミュニケーションが
深より、家族の絆を深めるきっかけが生まれます。

●思いやりのいを育てます。
家族はお互いが助け合って生活しています。家族の中で
一人ひと役を担っていくことで、お互いに理解し合い、お互
いを思いやる心が育ちます。

●責任と自覚を育てます。

家事を任せることで責任感が生まれます。それをやりきる
ことで家族の一員としての自覚も芽生えます。

●奉仕の精神を自てます。
みんなのために働き、みんなの役に立っているんだという
意識が、さらに広い視野に立って人のために尽くそうとい
う心をはく

｀
くみます。

「家族そろって朝食をJ運動 同 様、

よろしくお願いいたします。
ロ モ塞 書 古活配合率1 0 0 % 再生紙を使用しています


